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持続可能な滋賀社会づくり構想のねらいについて

１ 背 景
地球温暖化の危機、資源の浪費による危機、生態系の危機など、現在のシステム

による社会の持続可能な発展は困難となりつつあると考えられる。人間活動を地球

環境容量内に収めつつ、すべての人々が質の高い生活を享受できる社会を実現する

ことが地球規模での課題となっている。

本県においても、琵琶湖をはじめとする身近な環境と生態系を健全に保ち、経済

発展を通じて、県民すべての生活の質の向上を図り、持続可能に発展する滋賀社会

の実現や、さらには地球環境保全と世界の人々の安全で豊かな生活の実現に貢献す

ることが課題となっている。

×

この持続可能な社会を実現するためには、例えば、地球温暖化対策では今後気温

上昇を１９９０年比２℃以下に抑えることが求められている（ＩＰＣＣの報告によ

る）。しかしながら、現在考えれる方法の延長では気温上昇を抑えるのは難しいの

が現状であり、長期ビジョンを持ち対策を実施していくことが必要となっている。

２ ねらい
今回の構想では、２０３０年の持続可能な滋賀の社会像をまず想定し、それを実

現するための対策を考える。いわゆる「バックキャスティング」によりビジョンを

描くこととする。

■人間活動を地球の環境容量内に収めつつ、すべての人々が安全で質の高い生活

を享受できる社会を実現することの必要性を明らかにする。

■資源生産性の向上、再生可能エネルギーの導入、生態系保全等により、環境・

経済・社会が協調して持続的に発展するためのシナリオを明らかにする。

■２０３０年という長期的視点で、持続可能な社会のビジョンを描き、その実現

に向けたシナリオを提示し、併せて実現するための対策や施策の方向を提案す

る。

◇「２１世紀環境立国戦略」を踏まえつつ、県民・事業所の創意工夫や活力を最大

限に引き出し、他に先駆けて新しい社会モデルづくりに取り組み、新たな県民生

活の質の向上や新たなビジネスチャンスの拡大など、県の発展につなげる。

【持続可能な社会】

健全で恵み豊かな環境が地球規模から身近な地域まで保全されるとともに、それら

を通じて世界各国の人々が幸せを実感できる生活を享受でき、将来世代にも継承する

ことができる社会（「２１世紀環境立国戦略」より）

地球温暖化の危機

資源の浪費による危機

生態系の危機
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３ 構 成
「持続可能な滋賀社会ビジョン」（持続可能な社会像と、実現に向けたシナリオ）

と、ビジョンを達成するための「実施すべき具体的な施策の検討」の２つで構成

する。

４ 既存計画等との関係

(1)２１世紀環境立国戦略：戦略の考えを踏まえつつビジョンを検討する。

(2)滋賀県基本構想：基本構想の理念を実現するため環境側面での取組を描く。

(3)環境総合計画：総合計画の長期ビジョン（理念）とする。

(4)滋賀県地球温暖化対策推進計画：温室効果ガス９％削減（目標年 2010 年）
(5)その他諸計画へ反映する。

持続可能な滋賀社会ビジョン

(1) ２１世紀環境立国戦略

持続可能な滋賀社会づくり構想（素案） Ｈ18.3

持続可能社会の実現に向け
た滋賀シナリオ Ｈ19.3 (2) 滋賀県基本構想（策定中）

(3) 滋賀県環境総合計画

作業期間：Ｈ19･4～Ｈ21・3

計画期間（予定）：

Ｈ20～Ｈ29
（H24中間見直し）

持続可能な滋賀社会づくり構想

実施すべき具体的な施策・事業の検討
(5) その他の諸計画への反映

(4) 滋賀県地球温暖化対策推進計画

温室効果ガス１９９０年比９％削減

（目標年２０１０年）

【環境基本条例より】

第１３条 県は、施策の策定お

よび実施に当たっては、環境総

合計画との整合に努めるものと

する。

・

・

・

ａ

持続可能な交通システムやそ

れを可能にするまちづくり

ｂ

輸送距離の低減や地産地消を

促進する木材や農産物の流通

システム

ｃ

生活者や事業者の環境配慮行動

（実践）を誘導するしくみづくり

ｄ

産業界と協働したＣＯ2
削減のしくみづくり

ｅ

エコ商品の販売促進など消費面

でのＣＯ2削減の支援システム

持続可能な滋賀社会づくり構想

(1)持続可能な滋賀社会ビジョン (2)実施すべき具体的な施策・事業の検討


